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   The finding of a relationship between bladder carcinoma and P－glucuronidase （B－G） in 1947

arose the atterition of many investigators． Thus a number of papers have reported the fact that a

P－G activity in urine is high among patients with bladder carcinoma． lt is， however， not．yet clear

what the main course of these observations is． The prgsent biochgmical studies were aimed to find

the relationship between the increase of P－G activity in urine of bladder carcin6ma patients and their

turnors． The data are summarized as follows：

1． The leygls gf P－G activity in both urine ancl seraln of blgdder carcinoma patients were higher

than those of the normal subjects． The P－G activity 6f the extract of bladder carcinoma was also

higher than that of the normal． The P－G’activity of the kidney extract was the highest value in the

normal subject， but ’there were no significant difference between the activity of kidney extract and

that of bladder carcinoma statistically．

2． By Pevicon block electrophoresis two bands from the bladder carcinoma extract and one band

from the normal b｝adder extract were observed．

3． By DEAE－cellulose column chrQmatography the P－G activity of the bladder carcinoma extragt

emerged as three peaks designated as Fractions 1， II and III， in contrast to one peak （Fr． 1） from

the normal biadder and two peaks （Fr． 1 4nd III）’from kidney・ were’detected． Fr． II was observed

only in the bladder carcinoma extract．

4． By DEAE－cellulose column chromatogr4phy the ’P－G actiyity of urine of bladder carcinoma pa－

tients was fractionated into three fractions （Fr． 1， II and III） in contr4＄t to two fractions （Fr． 1 and

III） of that of normal urine． Fr． II was also specific for urine of the bladder carcinoma patients，

likewise in’ 狽??tissue extract．

5． These’ dqta suggestc．． d that lhe P－G． 4ctivity in urine of the bladder carcinoma patient is apparently

derived from the carcinoma tissue．

              緒  ．． 言

  1947年．Fishmanら1）が，人体あるいは動物の癌組

織中にβ一グルクPニダーゼ（以下β一Gと省略）活性

が増加レていることを報告して以来，泌尿器科領域に

おいても1955年Boylandら2）が，膀胱癌患者の血清，

尿および腫瘍組織中のβ一G活性が著明に増加してい

ることを指摘した．さらに，Boylandら3）は，膀胱癌

の発生とβ一Gとの関係に注目，発癌物質がグルクロ

ン酸抱合体として尿中に排泄されるとき，尿中に存在

するβ一Gによりこめ抱合体が加． ?ｪ解．されて，ふた

たび発癌作用を有する物蜜となり，膀胱癌が発生する

と説明した．このように発癌要．因の一つとしてβ一G

をとらえる考え方に対して4・5），尿中のβ一G活性が高
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いのは腫瘍自体に起因するものであるとする考え方が

ある6N8）．しかし両者の考え方には，担癌生体のβ一G

活性が対照群にくらべて高いか低いかというβ一G活

性の量的変化にもとづいて，腫瘍発生の原因を見いだ．

そうとする考え方が前提になっていたように思われる．

 そこで，著者は膀胱癌患者の尿，血清および癌組織

中のβ一G活性が上昇する原因を解明するため，患者

の尿，血清および癌組織中のβ一G活性を測定し，．対

照群と比較するとともに，各試料中のβ一Gの物理学

的ならびに酵素化学的特性を比較検討し，若干の新知

見を得たので報告する．

実験材料および方法

 1，実験材料
 （1）実験検体

 尿は2～3滴のトルエンを加えた24時問蓄尿の一部

を使用した1血清は早朝空腹時採血した静脈血より血

清を分離して使用した．外科的に摘出した膀胱腫瘍の

非癌部膀胱壁および前立腺肥大症ならびに膀胱尿管逆

流症の膀胱切開手術時採取した生検用膀胱壁小片など

の粘膜および筋層を正常膀胱組織材料として使用し

た．窮極腫瘍，尿管腫瘍および腎外傷などで摘出した

腎の肉眼的際遇部または健常部を正常腎組織として使

用した．膀胱癌の癌部は外科的に摘出後，直ちに冷凍

保存し使用した．

 （2）その他の材料

 P一肩トロフェニルーβ一D一グルコピラノシドウロン

（以下P－NPGと省略）は中外製薬製，ペピコン（〕870

は半井化学製，DEAE一セルロース（DESH）はシルバ．

一極，コロジオンバック（CM 13200）はサルトリウス

社製のものを用いた・

 皿．尿，血清および臓器組織のβ一G活性測定法

 （1）尿申β一G活性

 β一Gの活性測定はKatoら9）の方法に準じておこな

った．24時間蓄尿の一部の遠心上清を使用した．基質

の0．1Mp－NPG溶液0．lm1，0．IM酢酸緩衝液（pH

4．7）0．2mlおよび尿0．1mlを含む反応液を15時間イ

ンキュベートした後，O．1 N水酸化ナトリウム溶液

2mlを加えて反応を停止すると同時に，遊離したp一．

ニトロフ．エノールを発色させ400nmの吸光度を適当

な比色計で測定した。

 （2）血清中β一G活性

 早朝空腹時に採血した静脈血より血清を分離し，尿

の場合と同様な方法でP－NPGを基質とし，0・IM酢

酸緩衝液（pH 4．0）中で10時閲インキュベートした後，

発色させ生成p一ニトロフェノール量を定量した．

 （3）臓器組織のβ一G活性

 採取した組織小片を細切し，生食水で洗浄後1％

（w／v）になるよう0．IM酢酸緩衝液（pH4．0）を加

え，ガラス製ホモジナイザーで磨卜した．ホモジネイ

トを4。Cで10，000 rpm 30分遠心後，得られた上清

を酵素液とし，尿の場合に準じて0．1ml用いて活性

測定をおこなった．ただし反応液を1時間インキュベ

ートしたのち遠心しその上清を比色定量した．

 （tlt）β一G活性の算出法．

 p一ニトロフェノールを用いてあらかじめ作成した検

量曲線より遊離したP一ニトロフェノール（P－NP）量

（μg）を求め，計算式にしたがって活性（単位）を算出

した．

 （a）尿および血清

遊離趨勢9＞・罷晶（時「軸d塒

 ．（b）組 織

遊離P－NP量（μ9）xホモジネイト全量（ml）
             組織量（9） 被検液量（ml）

・温舗（時〉一幅・纏量塒

 皿，ペピコン（pevicon）ブロックを支持体とする電

   気泳動法

 正常膀胱組織（10例）および膀胱癌組織（10例）を

用いて，O．1M酢酸緩衝液（pH 4・e）で25％（wlv）

ホモジネイトを調製した後；4。Cで1U，OOO rpm 30分

遠沈し，得られた上清を組織抽出液として用いた．蒸

留水および0．03Mベロナール緩衝液（pH 8・6）でじ

ゅうぶん洗浄したペピコン（C870）lo）を支持体として

用いた・ガラス板上に合成樹脂で7×40×1．5cmに

枠組みした中にO．03 Mベロナール緩衝液で平衡化し

た支持域を充臥し，試料1m1（蛋白量3G～50 mg相

当含有）を枠内．?尓狽ﾉ．lcmに流し込んだ後，4。C

で20時間400Vの定電圧で泳動した．活性含有バン

ドの同定と活性測定をおこなうため，ブロックをlcm

幅に切断し，各ブロックをガラスフィルター付ロート

に移し，吸引ろ過により酵素を溶出（抽出）した．こ

の溶出液の．0・lmlを， H項の②と同様な反応液に加

え，20時間インキュベートしたのち生成P一ニトロフ

ェノール量を比色定量した．

IV． DEAE一セルロースカラムクロマト法

 正常膀胱組織（10例），膀胱癌組織（IO例），および

正常腎組織（5例）を用いて25％（w／v）のホモジネ

イトを調製し，4eGでIO，OOO rpm 30分遠心し，得ら

れた上清を試料として使用した．また，正常人尿（8

例）および膀胱癌患者尿（7例）をコロジオンバッグ
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（CM13200）を用いる限外濾過法によって約100倍に

濃縮したもの脅尿の試料として用いアこ．

 DEAE一セルロースを純水で洗浄後，0．005 Mトリ

スリン酸緩衝液（pH 7．8）で平衡化後1・5×256mの

カラムに充填し，ついで4。Cに冷却し，これに蛋白

質量：約100mgを含有する試料を吸着後，食塩濃度を

0．130M，0．187 M，0．230 Mと段階的に変化させて活

性部分を溶出した．溶出液は4mlずつ分取し，その

O・2 mlを用いて，組織の場合は， pH 4．0，尿の場合は

pH 4．7の．O．1 M酢酸緩衝液を使用し，24時間イン

キュベート後，生成p一ニトロフェノールを比色定量

した．

V．至適pHの測定
 DEAE一セルロH－Lスカラムクロマトにより分画した

尿および組織の各活性二分を酵素液とし，pH 3，0～

6・0のO・1 M酢酸緩衝液を用いて，至適pHを測定

した．

VI。その他の方法

 組織の蛋白質量はビューレット法により測定した．

カラムクロマトの溶出液の蛋白質量は，ペックマン社

のDB型分光光度計を用いて280 nmの吸光度で測

定し，吸光度で表わした．

成 績

 1．尿，血清，組織のβ心活性値

 （1）尿中β一G活性値

 Fig・1にしめすように，健康成人男女25例の尿中

β一G活性値は，467±230単位であったのに反して，

40例の膀胱癌患者尿の平均活性値は1，300±745単位

x．o

O．5

Fig． 8．

OD与oo

561

で，健康人活性値の約3倍の活性上昇を認めた．

 （2）血清中β一G．活性値

 Fig・2にしめすように，健康成人男女20例の血清

β一G活性値は744±275単位であり，膀胱癌患者53例

の血清は1064±438単位で，尿の活性上昇ほ．どではな

かったが明らかに思者血清で上昇を認めた．

 （3）組織中β一G活性値

 Fig・3にしめすように，正常膀胱組織のβ一G活性

値は831±364単位であり，膀胱癌組織24例では3，478

±1，774単位で，尿，血清中の活性と同様に上昇を認

めた．正常腎組織6例では5，020±1，645単位で，正常

膀胱組織の活性値より高いが膀胱癌組織と同程度の活

性を認めた．

 ■．ペピコンブロックを支持体とした電気泳動像

 IO例の正常膀胱組織の抽出液を試料として泳動し，

支持体を切断し各ブロックのβ一G活性を測定し，泳

動パターンを作成し，その結果をFig．4にまとめた．

活性部分は原点よりわずかに陽極側に泳動する小さな

活性ピークを有する1相性の泳動パターンを示し，10

例の膀胱癌組織の抽出液ではFig．5にしめすように，

正常膀胱組織と同様に活性部分は陽極側に泳動され，

．2つの活性のピークを有する2相性の泳動パターンを

示し，原点に近いピークの活性が高かった．

 皿．DEAE一セルロ 一一スカラムクロマトの溶出パタ

   ーン

 （1）8例の健康成人男女の尿を試料としてカラムグ

ロマトをおこない，0．139 M，0．187M，および0・230

M食塩溶液で段階的に溶出される各野分（以下Fr．

と省略）をFr．1， IIS IIIと命名し，各溶出液につい

OD2so
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DEAE－eellulose colurnn chromatography of P－glucuronidase in normal urinary

bladder tissue．



562 田中：膀胱癌・β一Glucuronidase

てβ一G活性を測定し，その溶出パターンをFig・6に

示した．全例に高い活性ピークをもつFr．1が出現

し，4例（50％）に低いピークをもつFr． IIIが認めら

れた．なおFr． IIでは1例だけに弱い活性． �Fめた．

 （2）7例の膀胱癌患者尿を試料として，（1）と同様

な方法でDEAE一セルv一スカラムクロマトをおこな

った．その溶出パターーンをFig．7に示すようにFr．

1は全例に高い活性ピークを認めたが，6例（86％）

にFr． IIを，・3｛列く43％）1こFr・IIIを認めたが，

いずれもFr・1に比べ弱い活性ピークであった．

 （3）10例の正常膀胱組織を試料として，同様なカラ

ムク．ロマトをおこなったところ，Fig・8に示すよう

に，全例に高い活性ピークを示すFr．1を認めたがl

Fr． II， IIIには活性は検出されなかった．

 （tlr）10例の膀胱癌組織を試料として，同様なカラム

OD4eo

1．O

O．5

O．130M
 NaC1

聾

FrrN ’i

．

クロマトをおこなったところ，Fig．9に示すように，

全例に高い活性ピークをFr．1に認め，9例にやや低

い活性ピークであるがFr． II， IIIが認められた．

 （5）5例の正常腎組織を試料として同様なカラムク

ロマトをおこなうと，Fig・10に示すように，全例に

高い活性ピークをホすFr．1と，4例（80％）にやや

低い活性ピークを示すFr． IIIが認められた．2例

（40％）にFr IIにわずかな活性が認められた．

 （6）各活性画分の至適pH

 DEAE一セルm一スカラムクロマトでFr．1， II， III

に活性ピークを認めたのは膀胱癌患者尿と膀胱癌組織

であったので，両者の活性画分を酵素材料として，本

酵素反応の至適pHを測定した．その結果，尿酵素で

はFr． 1はpH 4．6，に， Fr． IIおよびFr． IIIでは

pH 4．4にそれぞれ活性のピークを有するpH活性曲
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Fr ll

汽

誕
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Fr皿

       O 30 50 70 90 llO 130・
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Fig． 9． DEAE－cellulose column chromatography of P－gtucuronidase in blqdder carcinoma tissue．
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線が得られた（Fig・11）．癌組織酵素では， Fr．1は

pH 4．2に， Fr． IIおよびIIIではpH 4．4にそれ

ぞれ活性のピークを有するpH活性曲線が得られた
（Fig． 12）．

考 察

 1．尿，血清および組織申のβ一G活性について

 （1）尿申β一G活性

 健康成人男女の尿のβ一G活性値は465±230単位，

膀胱癌患者尿は1300±745単位であった．両群を比較

すると膀胱癌患者尿のほうが高かった（P＜0．OOI），田

宮11）が測定した正常値は，5．7±2．o P9／ml／時で，自験

例よりやや高く，また膀胱癌は，11．1±8．2μ9／ml／時

と自験例よりやや低いが，ほぼ一致したオーダーの活

性値を得ている．B・ylandら2），園田4），今村6），米

瀬8），東12）らも正常人尿に比べ膀胱癌患者尿の活性が

高いことを報告している．

 （2）血清中β一G活性値

 健康成人男女の血清中β一G活性値は744±275単位，

膀胱癌患者は1，064±438単位であった．両群を比較す

ると膀胱癌患者のほうが高かった（P〈0．Ol）． Boyland

ら2），園田4），Hradec5），米瀬8）らも，フェノールフタ

レインーモノーβ一グルクPニダーゼを用いて測定し，健

康群にくらべて担癌群が高値を示すことを報告してい
る．

 （3）組織中β一G活性値

 正常膀胱組織のβ一G活性値は831±364単位，膀胱

癌組織は3，478±1，774単位であった。虚血を比較する

と膀胱癌患者のほうが高かった（P〈O．OO I）． Boyland

ら2），園田4），米価8）らも癌組織のほうがはるかに高い

ことを報告している．正常腎組織の活性値は5，020±

1，645単位で，膀胱癌組織と比べると両群に有意の差

は認めなかった（Pく0．1）．園田4）によれば，4例の正

常腎組織のβ一G活性値は4．7μ9／ml／時であり，23例

の膀胱癌組織の平均β一G活性値は5．8μg／ml／時であ

った．米瀬8）は正常腎組織のβ一G活性値は1，300～

3，000 Ptgf9／時の聞にあるがほぼ2，000 99／9／時を境に

して高低2型に大別できると報告している．

 以上のように膀胱癌では尿，血清および癌組織のβ一

G活性が上昇していることは明らかである．Boyland

ら3）は尿中β一日活性の上昇が腫瘍摘出後も低下しない

ことから，前述のように，β一Gが尿中の不活性化発癌

物質を活性型に変えることにより，尿路上皮の発癌に

関与しているものと考えた．そして，尿申のβ一Gは

血清申のβ一Gが腎を経由して尿に排泄されると述べ

た．一方，二瀬8）は分離尿の採取，’ g織化学的方法に

より，尿中β一G活性値の増加は，腫瘍と尿との接触

によって腫瘍中のβ一Gが尿中に移行することが主因

であり，血清中のβ一Gは腎の糸球体で濾過きれるの

ではなく，主として近位尿細管で分泌されるものと考

えた．田宮11）は膀胱嬢患者の尿中β一Gの由来につい

て7項目をあげ，この中で最も有力な因子は壊死また

は感染などの傷害が腫瘍に加わることによってβ一G

の逸脱が増加することであると述べている．以上のよ

うに，最近は尿中β一G活性の異常高値は，腫瘍組織

自体に起因するものであり，異常高値をもって直ちに

発癌の原因であるとはいえないという考え方が多い．

この結論にいたるま否には，多種類の実験がおこなわ

れており枚挙にいとまがないが，すべての方法に共通

していることは，腫瘍例と対照例とのβ一G活性値の

量的な比較検討が根拠となっているようである．そこ

で，著者はβ一Gの物理化学的ならびに酵素化学的特

性を調べて，膀胱癌患者尿のβ一Gが腫瘍に由来する

ものであるかどうかを検討した．

 1．β一Gの物理化学的ならびに酵素化学的性質

 （1）ゾーン電気泳動像

 Itoら13）はヒト，ラツテ，マウス肝を生澱粉を支持

体としてブロック電気泳動をおこなったところ，ヒト
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肝では4本，ラッチ肝で3本，マウス肝で2本のバン

ドを認め，．その泳動パターンは特異的であったと報告

した・平木ら14）も正常人，i萎縮性胃潰瘍症例の各部胃粘

膜，胃癌組織のホモジネイトおよび上記症例の基礎分

泌胃液を材料として，ブロック電気泳動をおこない，癌

組織に特有なパターンがあることを報告した．？lapp

ら15）はぜオンを支持体としてウシ肝を試料とし，ゾー

ン電気泳動をおこない，2本のバンドを認めた・．池

田16）は子宮頸癌の血清について澱粉ブロック電気泳動

をおこない，頸癌に特有なパターンを見いだしている．

その他ディスク電気泳動もおこなわれ，Edwinら17）

は，セプラホーレ皿というセルロースアセテート膜を

用いてヒト血清の電気泳動をおこない4本のバンドを

見いだした，M・t・miyaら18）は澱粉セルv一スアセテ

ート膜およびポリアクリルアミドゲルを用いて正常人

尿，膀胱癌患者尿および正常人膀胱粘膜ならびに膀胱

癌組織の抽出液を電気泳動し，正常人尿ではγ一グロ

ブリンの位置とβ一グロブリンの位置に2本と，γ一グ

ロブリンの位置に1本のベルトを有するものとの2種

類があり，膀胱癌尿では2本のバンドをもつものがIO

例中6例あり，また組織の場合も類似の結果を得たと

報告している．以上のように，膀胱癌患者尿および癌

組織には正常人尿のものとはちがつたβ一Gが存在す

るという知見がみられる．

 著者は，正常膀胱組織についC，ブロック電気泳動

をおこない，正常膀胱組織では1本のバンド，．膀胱癌

組織では2本のバンドを認めた。

 （2）DEAE一セルv一スカラムクロマトによる溶出

パターン

 1960年M・・reら・9）は肝β一GをDEAE一セルロース

カラムクロマトを用いて分画し，多数の活性ピークを

認め，β一Gには分子多様型の存在することを示唆し

た．Itoら・3）がDEAE一頃ファデックス（A－50）を用

いて，正常人血清，肺結核，急性肝炎の血清につい

てカラムクロマトをおこなった結果，肝炎ではFr．1

に，肺癌ではFr． IIに高い活性ピークが出現した．

さらに，Fr．1とFr． IIIについて至適pHを測定

し，Fr．1はpH：4．3に， Fr． IIIはpH 4・5であっ

たと報告した．Aoshimaら20）はDEAE一セルロース

（DE－ll）を用いてラット肝および吉田肉腫についてカ

ラムクロマトをおこなった．ラット肝では4つの活性

ピークを認め，Fr． IIIが最も高く，ついでFr・1， IV

の順であった．吉田肉腫ではFr． IIが最も高く，つ

いでFr． IIIが高くFr・1， IVは低かった．さらに，

肉腫細胞のライゾソームについておこなったが肉腫組

織と同様の結果を得ている．

 著者は正常膀胱組織，正常腎組織；膀胱癌組織，正

常人事および膀胱癌患者尿についてカラムクロマトを

おこなった結果，Fig．5からFig．10に示したよう

な成績が得られた．これらの成績をTable lのよう

にまとめた．すなわち，Fr．1の活性ピークはすべて

の試料に出現している．Fr． IIの活性ピークの出現は

Table 1． Frequency of peak in each fraction of various specimens．

          fraction

高≠狽?窒奄≠P

@  （case number）

  Fr正

獅浮高b??     （2）

  Fr互

獅浮高b??     （竃）

  Fr皿

獅浮高b??     （竃）

normal bladder

@・煤｡SSue
@            （10）

工0

i100） 0 0

bladder carcinoma
狽奄唐唐浮?            （10）

10

i100）

9（90） 9（90）

normal urine
@            （8）

 8

i100）

1（13） 4（50｝

urine of bladder

モ≠獅モ?ucares（7）

 7

i100）

6（86） 3（43）

normal kidney

@            （5）

5（100） 2（40．） 4（80）
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膀胱癌組織で90％と最も高く，ついで膀胱癌尿で86％

と高い．膀胱癌組織と正常腎組織とのFr． IIにおけ

る活性ピークの出現頻度を比較すると膀胱癌組織のほ

うが高い（P＜0．05）．正常人尿と膀胱癌尿とで，Fr． II

における活性ピークの出現頻度を比較すると膀胱癌尿

・のほうが高い（Pく0．025）．膀胱癌組織と膀胱癌尿と

では両群の出現頻度に差がなかった（P〈0．1）．また

Fig．11，12にしめしたβ一Gの至適pH曲線では，

膀胱癌組織および膀胱癌尿ともにpH 4．4に至適pH

が認められる．以上の成績より，Fr・IIに出現する活

性ピークは膀胱癌組織および膀胱癌患者尿に特有なも

のと推定した．

 Fr・IIIの活性ピークの出現頻度は膀胱癌組織が最

も高く，ついで正常腎組織，正常人尿，膀胱癌患者尿

の順序となっている。膀胱癌組織と正常人尿では差が

なく（Pく0．1），膀胱癌組織と膀胱癌患者尿でも差が

ない（P〈O．1）．正常腎組織と膀胱癌患者尿との間に

も差がなく（P＜O．1），正常人組織と正常入尿との間

にも差がない（P〈0．1）．すなわち，Fr・IIIに出現す

る活性ピークは正常膀胱組融こは出現せず，他の試料

聞には出現頻度に有意差がない．したがって，この活

性ピーークは正常腎組織と膀胱癌組織とに共通なβ一G

であると推定きれる．以上の成績よ1） ，膀胱癌患者の

尿中β一Gには，膀胱癌組織由来のFr・IIおよび腎

組織由来のFr． IIIが混在していると推測された．

結 論

 膀胱癌患者の尿，血清，癌組織中のβ一G活性値を

測定し，対照群と比較検討した．正常膀胱組織および

膀胱癌組織について，ベビコンを支持体としてブロッ

ク電気泳動をお乙ない，両三の泳動パターンを比較し

た。正常人尿，膀胱癌患者尿，正常膀胱組織，正常腎

組織についてDEAE一セルロ・一一スカラムクロマトをお

こない，活性部を食塩濃度を段階的に変化させて溶出

し，各Fr．に溶出されるβ一G活性のピークについて

比較検討した．以上の実験より次の知見を得た．

 1．膀胱癌患者の尿および血清のβ一G活性は，正

常例にくらべ高値を示した．膀胱癌組織のβ一G活性

は正常膀胱組織に比し高値を示した．正常腎組織の

β一G活性は正常臓器中で最も高かったが，膀胱癌組織

との間に有意の差はなかった．

 2．正常膀胱組織と膀胱癌組織について，ペピコン

を支持体とするブロック電気泳動をおこない，正常膀

胱組織では1本のバンドを示す1相性の泳動像が，ま

た膀胱癌組織では2本のバンドを示す2相性の泳動豫

が認められ，両三の間に差異があった．
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 3．正常膀胱組織についてDEAE一カラムクロマト

をおこなうと，Fr・ 1だけにβ一G活性が認められた．

膀胱癌組織ではFr．1， II， IIIにβ一G活性が認めら

れた．正常腎組織では主としてFr．1およびIIIに

β一G活性が認められた．

4．正常入尿についてカラムクロマトをおこなう

と，主としてFr．1およびIIIにβ一G活性が認めら

れ，膀胱癌患者尿では，Fr．1， II， IIIにβ一G活性が

認められた，

 5．各試料についてFr．1， II， IIIにおけるβ一G

活性のピークの出現頻度について比較すると，Fr．1

はすべての試料に出現し，正常膀胱組織ではFr． II，

IIIにはβ一G活性は認められなかった． Fr・IIは膀

胱癌組織および膀胱癌患者尿に特異的なものと推定し

た．

 6．各溶出置旧のβ一G反応に対する至適pHを調

べてみると，膀胱癌組織のFr．1， IIおよびIIIの至

適pHはそれぞれ4．2，4．4，4，4であり，また，膀胱

癌患者尿ではそれぞれ4．6，4．4，4．4であった．

 稿を終るにあたり，本研究のご指導とこ校閲をいただいた

恩師近藤厚教授ならびに小池正彦教授に深く謝意を表すると

ともに，ご協力をいただいた斉藤泰助教授，下帯多久美研究

補助員ならびに泌尿器科学教室員各位に感謝いたします．な

おこの研究に対して1973年度長崎県医学振興基金の援助を受

けたことを深謝します．

 本論文の要旨は1975年4月第63回日本泌尿器科学会総会で
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